
さきたま古墳群　改訂版（行田市）
　　（埼　玉　古　墳　群）

さきたま古墳群の全景/中の山古墳のすぐ右手が戸場口山古墳（跡）/稲荷山古墳の北側（図の上）には、白山愛宕山古墳を含む白山古墳群が所在している

埼玉県立さきたま史跡の博物館の展示資料より



【稲荷山古墳】
　　　　　稲荷山古墳/5世紀後半頃築造の前方後円墳/右手が復元された前方部、左奥は後円部/長方形の周堀が巡っている



周堀が二重に巡り、墳丘括れ部と中堤に造出しがある/二段築成で、葺石は見られないようだ 📹 video

https://youtu.be/heqUtfISsOQ


　それでは前方部の後ろから墳丘に登ってみよう！ 📹 video

https://youtu.be/G8tpl6ubKpc


　そこで、左手に周堀（内堀）を見たところ/前方には丸墓山古墳が見える



　　　同じく、右手に周堀を見たところ/前方には将軍山古墳が見える



　　　　　二段築成のテラス（平坦面）辺りで墳頂を見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/T8WD8hTWG-I


そこで、左手にテラスを見たところ



　　同じく、右手にテラスを見たところ/前方には将軍山古墳が見える



　前方部墳頂から後円部方向（北方向）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/hTmunq218YY


　　前方部墳頂で、括れ部と後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/0qXSyXJR_kw


　　　　少し左手で、括れ部の感じを見たところ 📹 video

https://youtu.be/al47MwwHsxk


　　前方部の墳頂から括れ部を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/EAsM2tHNf7M


そこで、左手を見たところ/後円部の手前裾から造出し（復元）が張り出しているのが見て取れる



　　同じく、右手を見たところ



括れ部で後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/KnVvGln5pJc


そこで、左手を見たところ/造出しがはっきりと見える



　　　振り返って、前方部墳頂を見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/P_15taIQndI


それでは後円部墳頂に登ろう！ 📹 video

https://youtu.be/aiQnYTI38H0


　　　　　振り返って、前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/DchAcuJ7pfo


　　　　少し左手から括れ部の感じを見たところ



　　同じく、少し右手から括れ部の感じを見たところ 📹 video

https://youtu.be/DFjJJq-LdPM


　　造出しを見下ろしたところ



　　　これは北側からの階段から後円部墳頂を見たところ/埋葬施設が二ヶ所あり、それぞれに説明板がある 📹 video

https://youtu.be/5Y7a3gOc_Wg


📹 video

https://youtu.be/QOdTxHXnMQE


　　　　　これが金錯銘鉄剣が出土した礫槨



　金錯銘鉄剣に刻まれた獲加多支鹵大王とは、江田船山古墳から出土した銀錯銘大刀と合わせ読むと、5世紀末の大王（天皇）である雄略天皇である可能性が高いとされる



　　　使用された木棺は舟形を呈するようだ



埋葬施設は古墳の主軸方向（南北方向）に向けられている/左は南から北方向に、右は北から南方向に見たところ



　金錯銘鉄剣が出土した場所



　　　こちらは粘土槨/埋葬施設は古墳の主軸方向と交わる方向（東西方向）を向いている 📹 video

https://youtu.be/uObwZr-XPbA


　　　　しかし、稲荷山古墳の「真の被葬者」の埋葬施設はこの二ヶ所とは別に存在するようだ（後述の通り）



粘土槨を東西方向に見たところ



　　墳頂から見た将軍山古墳 📹 video

https://youtu.be/EaOGe--IHec


　　　同じく、二子山古墳



　　　同じく、丸墓山古墳



　　同じく、北方向に所在する白山古墳群（さきたま古墳群の一部とされる）方向/白山愛宕山古墳などが見える 📹 video

https://youtu.be/CXlwLAfdet4


アップで見たところ/太陽光パネルの左手前に白山愛宕山古墳、右奥には神明山古墳も見える



　　　北側からの階段下から後円部を見上げたところ/右奥は前方部 📹 video

https://youtu.be/bhRrRi5RB8M


そこで、左手に周堀を見たところ



同じく、右手に周堀を見たところ



左手が後円部、右奥は前方部 📹 video

https://youtu.be/9ZN_a27B9s0


少し退いて見たところ/左手が後円部、右手は前方部



括れ部の辺りを見たところ/左手が後円部、右手は前方部/後円部から造出しが張り出している 📹 video

https://youtu.be/2qHsLB83RRk


そこで、左手に周堀を見たところ



同じく、右手に周堀を見たところ



　　　　　ズ～と退いて見たところ/左手が後円部、右手は前方部



　　前方部周堀隅から墳丘を見たところ/右手が前方部、左奥が後円部 📹 video

https://youtu.be/sptBLv-DmJo


少し退いて見たところ/右手が前方部、右奥は後円部



　　　　　反対側の前方部周堀隅から墳丘を見たところ/左手が前方部、右奥が後円部 📹 video

https://youtu.be/eIDa5J5CXAA


　　これは後円部を後ろから周堀越しに見たところ 📹 video

https://youtu.be/kF9SeUU4Vp8


【二子山古墳】
　　　　外堀越しに二子山古墳を見たところ/6世紀初め頃築造の前方後円墳/左手が後円部、右手は前方部 📹 video

https://youtu.be/EtiLDH5wvaU


長方形の堀が中堤をはさんで二重に巡っている/墳丘括れ部と中堤にそれぞれ造出しがある



　　　　反時計回りに回ってみよう！/右手が前方部、左奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/nGfN0eRz-0k


　　　近づいて、中堤から内堀越しに見たところ 📹 video

https://youtu.be/XPs8Q52TkFc


　　　　前方部を後ろから内堀越しに見たところ 📹 video

https://youtu.be/DL_PBATJ1MI


　　右手に回って、中堤から正面に前方部、右奥に後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/IRUG0hu0g88


そこで、左手に中堤を見たところ



同じく、右手に中堤を見たところ/中堤の右手は外堀



中堀越しに正面に前方部、右奥に後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/du1CHrkyJsc


　　　　　外堀越しに墳丘を見たところ/左手が前方部、右手は後円部/植栽の手前の一段高い部分が中堤 📹 video

https://youtu.be/e66hYuWJarU


そこで、左手に外堀を見たところ



同じく、右手に外堀を見たところ



　　　　外堀越しに墳丘を見たところ/右手が後円部、左奥は前方部



近づいて、中堤越しに見たところ/右手が後円部、左奥は前方部/地中レーダー探査では後円部東側に開口する横穴式石室があるらしい 📹 video

https://youtu.be/KdXr1vRmhuY


　　そこで、左手に内堀を見たところ/奥が前方部



　　同じく、右手に中堤を見たところ/右手は外堀



　　後円部の後ろの中堤から後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/E-UIQQEofe0


そこで、左手に内堀を見たところ



同じく、右手に内堀を見たところ



左手が後円部/右奥は前方部 📹 video

https://youtu.be/Knvg2KxL9o8


左手に中堤と外堀を見たところ



　同じく、右手に中堤と外堀を見たところ/前方で中堤から外堀に張り出している部分は造出し



　　　　　外堀越しに墳丘を見たところ/左手が後円部、右手は前方部/植栽の手前の一段高い部分が中堤



　　　　近づいて、内堀越しに見たところ/正面の括れ部辺りに墳丘前方部から張り出した造出し（復元）がある 📹 video

https://youtu.be/3aMk6J6lCq8


　　そこで、左手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/r1l9u3VNhYU


　　同じく、右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/jYCOFXj1Z-k


その造出しをアップで見たところ



　そこで、左手に振り返ると、こちらが中堤から外堀に張り出した造出し 📹 video

https://youtu.be/_BF65TLHKeM


　　上の写真の左角からその造出しを見たところ/墳丘から張り出した造出しは祭祀の主催者、こちらの造出しは来賓者の席だろうか？ 📹 video

https://youtu.be/XP4DZhKK_W8


造出しの上から墳丘を見たところ/こちらの造出しには相当の人数が祭祀に参加できるようだ 📹 video

https://youtu.be/sFAzdX3qdi8


　　括れ部辺りの前方部から張り出した造出しを、右手から見たところ/上段と下段の二段からなる方形の墳丘造出しであったようだ 📹 video

https://youtu.be/HDzuepaxPFQ


【丸墓山古墳】
南東側から見た丸墓山古墳/6世紀前半頃築造の円墳/円墳では国内で二番目の規模を誇る



　　　　　上記の二子山古墳と丸墓山古墳の築造順については諸説あるようだ（後述）



墳頂への南西側からの登り口 📹 video

https://youtu.be/dDGmYqcn1JY


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　その更に右手に、墳丘を巡る周堀を見たところ



それでは墳丘を登ってみよう！ 📹 video

https://youtu.be/Ep4uxUEc2xk


ここが墳頂



　　　　こちらは墳頂への北東側からの登り口から登って来たところ 📹 video

https://youtu.be/H8CJEyQoJNo


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　前方が墳頂への南西側からの登り口から登って来たところ 📹 video

https://youtu.be/qOW6dufVoh8


　　　墳頂の西側からは忍城のエリアが見える 📹 video

https://youtu.be/cRtxAUkycfg




　　現在は行田市博物館の一部となっている御三階櫓（復元）が見える



　　　こちらは直ぐ近くの稲荷山古墳



　　同じく、将軍山古墳が遠方に見える/手前に円墳の埼玉２、３、４号墳跡が植栽で表示されているのが見える



　　　　　アップで将軍山古墳と手前の埼玉２号墳跡を見たところ



　　　これは墳頂への北東側からの登り口を、下から見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/VsNPcPjnlTI


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　階段の途中まで登って、周囲を見たところ 📹 video

https://youtu.be/GBxIAJ7Zbyo


　　　　　　ズ～と退いて墳丘を見たところ/この辺りは湿地状になっているが、これは旧忍川の名残のようだ 📹 video

https://youtu.be/REALXXjIm2Y


　　　　墳頂への北東側からの登り口から反時計回りに進み、北側から墳丘を見たところ 📹 video

https://youtu.be/uAF58zDk-VE


　　反時計回りに進み、西側から墳丘を見たところ 📹 video

https://youtu.be/xWYav6a9Jf8


　　　　　　これは東側から墳丘を見たところ 📹 video

https://youtu.be/7GXxrkld6Rk


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



これは墳頂から見えた埼玉２号墳（6世紀前半築造の円墳/別名、梅塚古墳）跡/植栽で表示されている/この左後ろに3号墳跡、4号墳跡
も同様に植栽で表示されている 📹 video

なお、埼玉1号墳（天王山古墳）、5号墳～7号墳、ボッチ山、山宮古墳、天祥寺裏古墳などの円墳や大人塚古墳（前方後円墳）など、幾つもの古墳が存在して
いたようだ/いずれも6世紀代の築造らしい

https://youtu.be/6yxueb6RYAY


　　　　　さて、ここは墳頂の説明板にあった石田堤の一部/左手前に説明板がある/正面前方が丸墓山古墳 📹 video

https://youtu.be/5uZ3mOke64I




　左手から石田堤を見たところ 📹 video

https://youtu.be/IlZmJ3t8RNM


【瓦塚古墳】
瓦塚古墳/6世紀前半～中頃築造の前方後円墳/左手が後円部、右手は前方部/長方形の堀が二重に巡り、墳丘括れ部に造出しがある 📹 video

https://youtu.be/tGkvZFLZoxY


　　造出し正面の外堀には通路と見られるブリッジ状の堀り残しがある



各部位の標石が置かれている/中央手前は造出し正面の外堀にある通路と見られるブリッジ





　　そこで、左手からブリッジと外堀を見たところ





　ブリッジから中提とその向こうの内堀を見たところ





　中提を右方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/a-NEe8JyxA4


　　　　　　同じく、中提を左方向に見たところ



　　　　　　内堀と造出し 📹 video

https://youtu.be/v4qPGv81KGE




　　内堀を右方向に見たところ



　　　　　　同じく、内堀を左方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/EtwnQFkKvOQ


ここが造出し 📹 video

https://youtu.be/ctwC6soa7ek




　左手から造出しを見たところ 📹 video

https://youtu.be/fBRhZ4XFHFw


　　　後円部の後ろから前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/JsgfyqKGNxQ


右手が後円部、左奥は前方部



　　　　そこで、左手を見たところ/中央が中提 📹 video

https://youtu.be/XlKTOALMXRY


　　　左手が前方部、右手は後円部/こちら側も同様に各部位を示す標石が置かれている 📹 video

https://youtu.be/Pj1nWHwWm-o


左手が前方部、右奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/dBQlGT5DN-I


　　そこで、右手を見たところ



　　同じく、左手を見たところ



　前方部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/bqb9krXserI


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　同様に各部位を示す標石が置かれている



　　そこで、右手を見たところ



　　同じく、左手を見たところ





　　そこで、右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/IR3m8VAoRkM


　　同じく、左手を見たところ



📹 video

https://youtu.be/NFNboTptJzc


　　そこで、右手を見たところ



　　同じく、左手を見たところ



右手が前方部、左奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/rIITMcURsCY


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



【奥の山古墳】
　　奥の山古墳/6世紀中頃～後半築造の前方後円墳/左手が前方部、右手は後円部/二重の周堀が巡っている 📹 video

https://youtu.be/sMljbCCeyX0


墳丘は二段築成で、後円部墳丘西側には張出部があり祭祀が行われた形跡があるようだ（造出しのようなもの？）



　後円部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/B5t2bFjqDd8


左手から見たところ/右手が後円部、左奥は前方部 📹 video

https://youtu.be/TVJRq3rrUsw


　　　時計回りに進んで見たところ/左手が前方部、右奥は後円部/後円部の更に右奥には鉄砲山古墳が見える 📹 video

https://youtu.be/qoNaeLPuFnc


　　右手が前方部、左奥は後円部/更に左奥には鉄砲山古墳が見える 📹 video

https://youtu.be/6XPeCGWlO6A


　　そこで、右手を見たところ/通路になっている部分が中提/その左手が内堀、右手は外堀 📹 video

https://youtu.be/xxKMp9xQZFU


　左手が後円部、右手は前方部/こちら側の括れ部辺りの後円部には三角形に張り出す造出しがあるというが・・・ 📹 video

https://youtu.be/NoVaPeaDk6A


【将軍山古墳】
　将軍山古墳/6世紀後半築造の前方後円墳/左手が後円部、右手は前方部/長方形の周堀が二重に巡っている 📹 video

https://youtu.be/nuS-j2tY54g


　　　　　後円部と中提に造出しがあり、稲荷山古墳・二子山古墳と同じ形態をしている/埋葬施設は千葉県富津市産の房州石を用いた横穴式石室



　　前方部には木棺直葬の竪穴系の埋葬施設も見つかっているようだ



　右手が前方部、左奥は後円部/外堀から中提・内堀越しに見たところ 📹 video

https://youtu.be/BUflpObecTM


　　　　左手が後円部、右手は前方部/外堀の後方から見たところ 📹 video

https://youtu.be/j0u3RaVkLDs


　　正面が外堀を渡るブリッジ/左手は中提から張り出す造出し（復元） 📹 video

https://youtu.be/jmqlPoyh00E


　　　　　そこで、左手に造出しを見たところ 📹 video

https://youtu.be/G5G-IR8kErw


中提側から造出しを見たところ 📹 video

https://youtu.be/qKmZukdD--I


　　　　中提の付け根から張り出した造出しを見たところ/右前方に稲荷山古墳が見える 📹 video

https://youtu.be/2n6We661EmY


中提側から造出しを見たところ 📹 video

https://youtu.be/SC4oKBpwC8A


造出しから墳丘を見たところ/かなりの人数が祭祀に参加出来そう！/前方の円筒埴輪が並んでいる部分が後円部から張り出した造出し



　　そこで、左手を見たところ



　　　　同じく、右手を見たところ/外堀を渡るブリッジが見える（女性が歩いている部分）



　　　　　これが後円部から張り出した造出し 📹 video

https://youtu.be/LmRhLCW-Tn0


　　　右手から見たところ/内堀に張り出している



　　　　そこで、左手に中提を見たところ/右手が内堀、左手は外堀



　左手から内堀に張り出している造出しを見たところ 📹 video

https://youtu.be/QKh49YaiPQ8


　　そこで、右手に中提を見たところ/左手が内堀、右手は外堀/前方に二子山古墳が見える 📹 video

https://youtu.be/LjJ4_ETW7pk


　　　　　造出し同様に、墳丘上にも円筒埴輪が並べられている



こんな塩梅





　　　　中提から後円部の後ろ側を見たところ



　　そこで、右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/-ZuwY1exw6I


　　　後円部を後ろから見たところ/左手に見えるコンクリート構造物は将軍山古墳展示館 📹 video

https://youtu.be/WFLbwAbl5nc


　　左手で、後円部から前方部方向を見たところ



　　そこで、右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/Xmq_QZPmQAs


　　　　　正面が前方部 📹 video

https://youtu.be/W-SlbpCmBIU


　　　　　前方部から後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/SEXdlyhiX_Y


　　　　ここが後円部にある将軍山古墳展示館 📹 video

https://youtu.be/XsumQ5y62Gw


　　それでは将軍山古墳展示館に入ってみよう！



　　　　　何と言っても豊富な馬具が一押し！ 📹 video

https://youtu.be/0fARK-aMPxA






整備前には前方部はかなり削平されていたようだ



　　　　　　これが千葉県富津市産の房州石







埋葬の様子 📹 video

https://youtu.be/Xy_LuetDaIc






　　　　横から見たところ 📹 video

https://youtu.be/sOlCyN7zM-g


　　　　古墳の土層パネル





【愛宕山古墳】
　愛宕山古墳/6世紀前半築造の前方後円墳/左手が後円部、右手は前方部/長方形の周堀が二重に巡っている 📹 video

https://youtu.be/KFpwJvFdmVc


📹 video

https://youtu.be/4jqKcIVcfIM


　　　　　左手が後円部、右奥は前方部/周堀に水が溜まっている



　　　　　後円部から前方部方向に見たところ



正面が後円部、左奥は前方部/こちら側の周堀は道路となってしまっている 📹 video

https://youtu.be/iRnb2Dg_EkI


左手が前方部、右手は後円部 📹 video

https://youtu.be/y1w-AQpYC7M


　前方部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/sS5peaPzId4


　　　前方部から後円部（左奥）方向を見たところ



右手が前方部、左奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/aqYLGAMqZv8


【鉄砲山古墳】
　鉄砲山古墳/6世紀前半築造の前方後円墳/左手が前方部、右手は後円部/長方形の周堀が二重に巡っている 📹 video

https://youtu.be/j4rSmWn-WWo


外堀の北西側に、古墳の堀と見られる「堀状遺構」が確認されているようだ



　前方部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/jjNXc3xcUw0


左手が前方部、右奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/K6hExVj0A_g


　　　　　後円部から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/O9b37YaQ8x4


左手が後円部、右手は前方部/こちら側の括れ部辺りの前方部に張り出していた造出しは、幕末に忍藩の鉄砲演習場である「角場」として改変されたらしい 📹 video

https://youtu.be/Re_DOcjdXQA


　　　　　後円部から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/Rg5_ms0a2p4


　　　そこで、左手に後円部の後ろ側を見たところ



　　　　　前方部から後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/r7u3Rys--vM


【中の山古墳】
　中の山古墳/6世紀末～7世紀初頭築造の前方後円墳/左手が後円部、右手は前方部/二重の周堀が巡っている 📹 video

https://youtu.be/gcHtoY8TrSg


　　　上記の写真の反対側の外堀は、その向こうに所在する戸場口山古墳の外堀によって壊されているという 📹 video

https://youtu.be/aG19ywTdJZU


右手が前方部、左奥は後円部 📹 video

https://youtu.be/iiIfQ4-D4xY


　前方部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/dsx8htSQwhw


　　　　　前方部から後円部方向を見たところ



　　反対側で、前方部から後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/FbVkPFCR7YU


　　そこで、左手に前方部の後ろ側を見たところ



　　　　　後円部から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/SXlM_FUqOGo


　　そこで、右手に後円部の後ろ側を見たところ



　後円部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/Rg1muGriiOQ


　　　　　後円部から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/jbvgfz-1y1g


　　そこで、左手に後円部の後ろ側を見たところ



【浅間塚古墳】
　　　　　　浅間塚古墳/7世紀前半築造の円墳/幅10mに及ぶ周溝が巡っているようだ 📹 video

https://youtu.be/XdlXihTNRfo


　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ





浅間塚古墳は前玉神社の境内に所在し、社殿がその墳頂に鎮座している



　　　　　前方が境内側から見た浅間塚古墳



　中腹から見上げた墳頂に鎮座する前玉神社社殿 📹 video

https://youtu.be/wdu51inswgM


　　その石段の登り口には一対の石燈籠が・・・



　共に万葉集の一首が刻まれており、「小埼沼」と「埼玉の津」のフレーズからは、古代にこの地が舟運で賑わっていたことが読み取れる/さきたま古墳群の経済的基盤だった？



　　　　　別の角度から墳頂を見上げたところ 📹 video

https://youtu.be/jOgJcbQtC1w


　　　　これが墳頂に鎮座する前玉神社社殿 📹 video

https://youtu.be/rCT9tJNesBs


　　周溝を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/uyAPPTU_Ky0


　　　　墳丘の下には気になる水堀（池）が・・・ 📹 video

https://youtu.be/i_YBtctr3xM


【戸場口山古墳（跡）】
　　　　　戸場口山古墳（跡）/7世紀半ば頃築造の方墳/二重の周堀が巡っており、一部、中の山古墳と重複している箇所がある



太陽光パネルのあるエリアに戸場口山古墳があったようだ/この左手が中の山古墳で、その南側の外堀が後から築造された戸場口山
古墳の外堀によって壊されている 📹 video

https://youtu.be/-7nBz3FXfJI


　　　　　右手から見たところ/この道路も墳丘の部分だったようだ 📹 video

https://youtu.be/1vA6Z39MmoA


さて、上記の古墳紹介の順番は左下の「さきたま史跡の博物館 令和5年度企画展 二子山古墳と祈りの器」の図を参考にしたが、丸墓山古墳と二子山古墳の

順番を入れ替えている（理由は後述の通り）

※　こちらは同じ「さきたま史跡の博物館」の展示資料から切り取った編年表であるが、愛宕山
古墳の順番が左図とは食い違っている



さきたま古墳群の各古墳の編年であるが、様々な見解があるようだ

大東文化大学オープンカレッジ　講座資料　より



これは大東文化大学の平成28年度オープンカレッジ秋期講座での、坂本和俊氏の講座資料から一部抜粋したもの



再点検！北武蔵の古代史-追悼・金井塚良一先生-/埼玉古墳群研究が示す新古墳像-金井塚先生と埼玉古墳群-　より

これによると、6世紀初め頃に噴火した浅間山の火山灰（FA）が、さきたま古墳群のエリアの白山愛宕山古墳で確認され、同じFAと見られる火山灰が丸墓山

古墳では墳丘下から、二子山古墳では周溝に堆積していることが判明したという

つまり、丸墓山古墳の築造時期よりも二子山古墳の築造の方が早かったということになる

ただし、円筒埴輪の編年からすると、丸墓山古墳→二子山古墳の順になるらしい

一見矛盾しているように見えるが、古墳は基本的に寿陵（被葬者が自ら生前に築いたもの）であるということで考えると、つじつまは合って来る

別稿でも述べたように、少なくとも大王（天皇）や各地の大首長の墓の造営のタイミングは、基本的には寿陵（生前に大王（天皇）と各地の大首長とが共通の

祭祀形態（古墳、中でも前方後円墳）を通じてネットワークを具現化することが、古墳の大きな機能であったことからも想定できる）であったと思われる 

後から造営した古墳に眠る予定の人物でも、前に造営した古墳に眠る予定の人物よりも早く亡くなれば、その古墳に樹立される円筒埴輪は早い時期の形式

となることは当然であろう

次図は丸墓山古墳と二子山古墳のトレンチ土層断面図



同じFAと見られる火山灰が、丸墓山古墳では墳丘下から、二子山古墳では周溝に堆積していることが見てとれる

再点検！北武蔵の古代史-追悼・金井塚良一先生-/埼玉古墳群研究が示す新古墳像-金井塚先生と埼玉古墳群-　より



なお、さきたま古墳群の前方後円墳には三つの共通点があるという/左下は「さきたま史跡の博物館 令和5年度企画展 二子山古墳と祈りの器」より切り取り

①　前方後円墳の主軸が概ね南北に揃っている

②　長方形の二重の周堀を持つ

➂　墳丘造出しがすべて西側に造られている

上記より、さきたま古墳群の前方後円墳は西側を意識して造られている

ということのようだ

それでは何故西側を意識したのであろうか？

それは西側の古墳を仰ぎ見るような場所に人々の「眼」があった、つまり、

当時の重要な交通路である河川があり、交通の拠点（津）があり、さきたま

古墳群造営を支えた集落が存在していたからということらしい（前玉神社

などに残る万葉集の句は、それを物語っているのかもしれない）

すると、その津は旧忍川沿いのあの辺りなのか！？（丸墓山古墳の墳頂

から見えるかもしれません・・・）

「みずからの大きさや形を不特定多数の人々に「見せる」のが前方後円墳

の最大の目的」といわれる通りであろう

また、三つの共通点からは非常に規格性の高い古墳群であることが読み

取れるのだが、墳丘造出しの位置が後円部側にある古墳と前方部側に

ある古墳とがあり、土器や埴輪の使い方も一様ではなく、造出しを舞台と

した祭祀の様相は各古墳によって異なっていた（祭祀の内容などは古墳

ごとに選択されていた）という多面的な側面もあったようだ



ここで、6世紀前半にあったとされる「武蔵国造の乱」とは一体何だったのか、そして以前から折り合いの付かなかった武蔵国造の地位を巡って争った、同族の

笠原直使主と小杵の墓は何処なのかを想定してみたい

日本書紀の安閑紀によると、小杵は関東全域に影響力を持つ上毛野（群馬）の豪族・小熊に支援を求め、笠原直使主を殺そうとした/それを察知した笠原直

使主はヤマトに逃げ経緯を訴え出た/ヤマト王権は笠原直使主を武蔵国造と認め、小杵を誅殺した/笠原直使主は感謝のしるしに４カ所の領地を屯倉として

ヤマト王権に差し出した・・・というもの（同時期、上毛野の緑野も屯倉としてヤマト王権の支配下に入っている）

別稿の岩戸山古墳（八女市）でも言及したように、当時ヤマト王権が中央集権化を強化する一環として、国造制の普及（この頃まではまだ国造制は成立して

いなかったとされる）と合わせて、全国の要衝（水路と道路の結節点）に屯倉を置く政策が進められていた中で、武蔵国にも四ヶ所の屯倉が設置されている/

これは筑紫君磐井の乱と同様に、争いありきではなく、屯倉設置を推進した言い訳（正当化）として、国造職を巡る同族間の争いがクローズアップされたという

ことのように思える/ 当時、日本全国に屯倉が設置されているのだが、何のトラブルもなく設置されている所がほとんどのようだ

つまり、6世紀前半はヤマト王権が国内の中央集権化を推し進める時代であり、その政策として屯倉設置があり、それに付随して屯倉を管理する組織として

国造制・部民制といった統治体制が導入されていくことになったことを、日本書紀は伝えているということのように思えるのだが・・・

そして笠原直使主はその後、さきたま古墳群の系譜として武蔵国造の職を受け継いでいくことになる

さきたま古墳群は武蔵国造の奥津城とされ、武蔵国造の乱当時の国造、つまり笠原直使主の墓は6世紀前半に造営された二子山古墳が該当すると思われる

では、小杵の墓は何処であろうか？

諸説あるようだが、上記の坂本和俊氏の説によると、さきたま古墳の丸墓山古墳ではないかという

同族であり武蔵国造の地位を争う人物であれば、元々、さきたま古墳群のエリアに葬られても不思議はないようにも思える/ただし、小競り合いの末、国造職

に就けなかったことで、その墳形は円墳となっているということらしい（それでも国内で2番目の規模を誇る）

※　岩戸山古墳（八女市）

https://www.ohoka-inst.com/iwatoyama_kofun.pdf


ところで、金錯銘鉄剣を出土した礫槨の被葬者は一体誰であろうか？

再点検！北武蔵の古代史-追悼・金井塚良一先生-/埼玉古墳群研究が示す新古墳像-金井塚先生と埼玉古墳群-　より



稲荷山古墳の後円部から二つの埋葬施設が発見されているが、いずれも表層に近い浅い所にあり、レーザーによる調査では「真の被葬者」の埋葬施設は

もう少し深い所にあることが判っている（国指定史跡になっており、発掘は出来ていない）

つまり、金錯銘鉄剣とともに葬られた礫槨の人物は、稲荷山古墳の被葬者の親族（兄弟か子供）ではないかとされるようだ

この点について、同じく上記の坂本和俊氏の説によると、「真の被葬者」の埋葬施設は古墳の主軸と交わる方向（東枕）とされており、主軸方向の埋葬施設を

もつ礫槨（北枕）とは方位が異なるという（ちなみに、粘土槨の埋葬施設も主軸と交わる方向（東枕）を向いている）

そして、さきたま古墳群から20㎞圏内にある竪穴系埋葬施設では、埋葬施設の長軸方位が東西方向（東枕あるいは西枕？）を志向するのが一般的なのだと

いう

また、礫槨に使用された木棺が舟形を呈すると推定されることにも言及している/さきたま古墳群から20㎞圏内にある竪穴系埋葬施設の木棺形態をみると、

箱型木棺が主流であり、舟形木棺は少ないという

つまり、北枕を志向し舟形木棺を設置した礫槨は、さきたま古墳群とその周辺地域では異端の存在であるということらしい

以上のことから、礫槨の被葬者は在地の伝統的な方法で埋葬されなかった人物であり、さきたまの地から遠隔地の首長との交流を深めるために攻略的に

送り込まれて結婚させられた、さきたまの首長系列の人物ではないかということのようだ

辛亥銘鉄剣と共に礫槨に埋葬された人物は生前に活躍した地域がさきたま地域ではなく、婿入り先かそこからヤマトへ出仕したという経歴をもつ人物と想定

され、この被葬者が製作したにしても、賜与されたにしてもその製作地はさきたまの地ではなかったという

（なお、このような人物は死亡すると婚姻地で生まれた妻あるいは夫、子供達によって実家の古墳に運ばれて、婚姻先の葬法で埋葬されたことが想定できる

という/当時の社会ではこのような墓制「帰葬」は一般的であったようだ）



それでは、稲荷山古墳の「真の被葬者」は一体誰であろうか？

再点検！北武蔵の古代史-追悼・金井塚良一先生-/埼玉古墳群研究が示す新古墳像-金井塚先生と埼玉古墳群-　より



稲荷山古墳の墳形は大仙陵古墳（5世紀中頃の築造とされる）と相似形であり、大仙陵古墳の被葬者とされる倭王済（允恭天皇とされる）とのネットワークが

想定される

大王（天皇）と各地の大首長は、同じ設計企画の前方後円墳を共通の祭祀形態として持ち合わせることで、その政治的・経済的・軍事的結び付きの証しとして

いたと思われる（古墳の大小がその従属性を現している）

このことは稲荷山古墳の被葬者が生前に大仙陵古墳の被葬者とネットワークを持つ関係にあったということを物語っている

ちなみに、金錯銘鉄剣は倭王武（雄略天皇とされる）の時代の物であり、雄略天皇の真の墓とされる岡ミザンザイ古墳の墳形との共通性が見られないこと

からも、礫槨に眠る被葬者が稲荷山古墳の被葬者ではないことが読み取れる

5世紀後半頃、さきたまの地に突然形成された稲荷山古墳/その出自や居館・集落の場所など、まだまだ謎だらけ 📹 video

https://youtu.be/nAVl9A_Bco4

